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 「未来の東京」への論点  ～今、なすべき未来への投資とは～ 

 論点01  我々は、何処にいるのか（平成の30年間を検証する）                                        

・  日本経済は、世界のトップから大きく後退し、存在感が低下  

・  東京は、少子高齢化の進展やライフスタイルの変化、教育、まちづくり、環境など、様々な変化を遂げた  

➊  少子高齢化、人口減少のインパクト  

❷  世界の政治経済情勢  

➌  第４次産業革命のうねり  

➍  人の流れや物流の変化  

➎  世界的な気候変動による影響  

➏  首都直下地震などの脅威  

➐  大幅に増加する外国人居住者  

 論点02  今、進行しつつある大きな変化・変革をどう捉えるか                                    

 論点04  我々が目指すべき未来の東京の姿とは（2040年代を想定したイメージ）                     

 論点05  東京の未来のために、何をなすべきか（2030年に向けた課題）               

 論点03  将来を見据えた場合の東京の「強み」と「弱み」は何か                     

人が輝く東京 安全安心な東京 世界をリードする東京 美しい東京 楽しい東京 

全国と共に歩む東京 都庁自らも変貌を遂げる 

＜キーワード＞  

○ この「『未来の東京』への論点」では、まず、平成の30年間における様々な変化を振り返り、我々の現在の立ち位置を確認します。 
   その上で、今後起こり得る大きな変化・変革を展望し、これらを基に、将来を見据えた場合の東京の「強み」と「弱み」について整理 
     しています。そして、おおむね四半世紀先である2040年代を念頭に、我々が目指すべき未来の東京の姿とはどのようなものである 
     かを、イメージとして提示し、その実現のために、10年後の2030年に向けて為すべきことについて課題を整理しています。  
○ こうした内容を論点として提示し、多くの方々から御意見を伺い議論を重ねながら、長期戦略を取りまとめてまいります。 
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論点０１ 我々は、何処にいるのか（平成の30年間を検証する） 

 ＩＭＤ世界競争力ランキング ・・・  １位から30位へ後退。 

 世界時価総額ランキング ・・・  世界上位50社中１社のみ。 

 ユニコーン企業数  ・・・  世界390社中３社のみ。 

 ＧＤＰ   ・・・  アメリカ・中国は増加。日本は横ばい。 

 １人当たりＧＤＰ  ・・・  ＯＥＣＤ加盟国36か国中17位。 

H1 H30

金融（15）製造業（12） 
製薬（５）通信（４） 
自動車（４） 

ＩＴ・通信（12）金融（12） 
製薬（５）石油（５） 
製造業（４）食品（４） 

【世界時価総額ランキング】 

日本経済は、世界のトップから大きく後退し、存在感が低下 

（資料）IMF「World Economic Outlook Database」を基に作成 

【各国ＧＤＰの推移】 

（資料）ビジネスウィーク誌（1989年７月17日号）「THE BUSINESS WEEK GLOBAL 1000」、 
            ダイヤモンド社「週刊ダイヤモンド」2018年８月25日号記事を基に作成 
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産業 

第３次産業へのシフトや観光客数の

伸びに比して、経済全体のパイ

は拡大していない 

雇用 

女性の就業率等は向上する一方、

非正規労働者が増加 

少子高齢化 

少子化に歯止めがかからず、

高齢化が進行 

都民生活 

消費支出やライフスタイル 

などが変化。 

火災・事故は減少 

ＩＴ・通信 

携帯電話・スマートフォンや 

インターネットが普及し、仕事

や生活を大きく変えた 

教育 

義務教育修了段階の学力は高水準。

一方で、高等教育の世界的

地位は低下 

まちづくり 

効率的で安全安心なまちづくりは実を

結びつつあるが、取組は道半ば 

環境 

エネルギー消費量の削減や環境保全

の取組が進められているが、 

気候変動の影響は顕著 

【ＩＴ化の著しい進展】 

ＳＮＳ 

パソコン通信・携帯電話の普及 携帯電話サービスの多機能化 

ＳＮＳ 

5G 

機器・ＯＳ 

携  帯 

インターネット 

ＳＮＳ・スマートフォンの普及 

●２G ●３G ●４G ●５Ｇ

●小型携帯電話機国内発売 ●PHS発売 ●カメラ付携帯電話発売 ●おサイフケータイ登場 ●スマートフォン（iPhone）国内発売 ●格安スマートフォン発売

●iPad国内発売

●Windows 95発売 ●Windows 2000発売 ●Windows ７発売 ●Windows 10発売

●NTTドコモiモード開始 ●LTE提供開始

●NTTドコモFOMA開始

●ショートメッセージサービス開始 ●災害用伝言板サービス開始

●日本初のWebサイト誕生 ●ADSL本格提供開始

●インターネット商用サービス開始 ●FTTH（光ファイバー）本格提供開始

●mixiサービス開始 ●Twitter日本語版公開 ●Instagram日本語版開設

●Facebook日本語版提供開始

●YouTubeサービス開始 ●LINEサービス開始

H1 2 229 304 5 Ｒ16 7 8 14 15 16 17 189 10 11 12 13 24 25 26 27 2819 20 21 22 233

（資料）政策企画局計画部で作成 

東京は、少子高齢化の進展やライフスタイルの変化、 

教育、まちづくり、環境など、様々な変化を遂げた 
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１ 少子高齢化や人口減少が継続すれば、 
生産力や都市の活力に大きな影響を与える 

（資料）H27までは総務省統計局「国勢調査」を基に作成。R2～22は総務局「東京都世帯数の予測」（平成31年3月発行）を基に作成。R27以降は政策企画局計画部による予測値。 

論点０２ 今、進行しつつある大きな変化・変革をどう捉えるか 
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2025年をピークに本格的な人口減少局面へ 



２ 世界の政治・経済・軍事の枠組みや 
パワーバランスが大きく変化する 
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日本を取り巻く政治経済情勢は不安定さを増している 



３ 第４次産業革命のうねりの中で、日本・東京の対応が問われている 
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東京都が実現を目指す「Society 5.0」のイメージ 



３ 第４次産業革命のうねりの中で、日本・東京の対応が問われている 
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「Society 5.0」の実現には、５Ｇネットワークの早期構築が鍵を握っている 



４ 人の流れや物流の変化をどう捉えていくか 

9 

今後、倍増が見込まれる世界の航空需要に的確に応える ＥＣ市場の拡大、ドローンなど、物流も大きく変化 

（資料）IATA(国際航空運送協会)公表資料を基に作成 （資料）国土交通省自動車局・総合政策局公表資料を基に作成 

EC（電子商取引）市場規模の推移  主な国の航空旅客数の将来推計  



５ 世界的な気候変動は、自然災害の頻発など 
東京の生活に多大な影響を及ぼす 

（資料）環境局「東京都環境白書2018」を基に作成 
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平均気温の上昇は着実に進行、今後も気温上昇は続くと予測 



６ 近い将来、首都直下地震が東京を襲う 
可能性が高い中、被害の最小化が課題 

首都直下地震は今後30年間で70％の確率で発生 

（出典）総務局「首都直下地震等による東京の被害想定」 
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平成30年間で多くの地震・火山災害等が発生している 

昭和 

61年 

平成 

２年 

 

５年 

 

７年 

 

12年 

 

 

16年 

 

 

19年 

20年 

 

23年 

 

25年 

26年 

 

28年 

30年 

 

雲仙・普賢岳噴火 
 （死者・行方不明者 43人） 

北海道南西沖地震 
 （死者・行方不明者 226人） 

阪神・淡路大震災 
 （死者・行方不明者 6,437人） 

新潟県中越地震 
 （死者・行方不明者 68人） 

新潟県中越沖地震（死者 15人） 

東日本大震災 
 （死者・行方不明者 約２万人） 

伊豆大島土砂災害（死者・行方不明者 39人） 

御嶽山噴火（死者・行方不明者 63人） 

熊本地震（死者 275人） 

大阪府北部地震（死者 6人） 

北海道胆振東部地震（死者 42人） 

有珠山噴火 三宅島噴火 
新島・神津島周辺で群発地震活動 

岩手・宮城内陸地震 
 （死者・行方不明者 23人） 

伊豆大島（三原山）噴火 

令和 

阪神・淡路大震災（写真提供）神戸市 

三宅島噴火 

新潟県中越地震 

東日本大震災 

（出典）内閣府防災情報ホームページほか 



７ 大幅に増加する外国人居住者と共に暮らす社会をどうつくるか 

（資料）法務省「在留外国人統計（旧登録外国人統計）」を基に作成 
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2040年には、10人に１人が外国人に 



日本経済の牽引役としての役割を果たしている 

 

世界の都市にはない高い安全性と利便性が存在する 

 

古き伝統と新しい文化の双方が楽しめる魅力的な都市 

 

世界に誇る快適な都市環境が整っている 

 

義務教育の教育水準は高い評価を受けている 

 

多様な人々が活躍できる素地がある 

 

主な強み 

国際競争を勝ち抜くビジネス環境が整っていない 

 

都市インフラの機能強化の取組は道半ば 

 

インバウンド向け観光資源、芸術・文化の発信が不足 

 

夏の暑さへの対策や都市部の緑が課題 

 

教育システムの転換が必ずしも十分ではない 

 

人々が暮らしやすいまちへ取組強化が不可欠 

 

 

 

 

論点０３ 将来を見据えた場合の東京の「強み」と「弱み」は何か 

主な弱み 
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人が輝く東京 

01 子供を産み、育てたいと思う人で溢れ、 

少子化からの脱却に成功している東京 

 

02 すべての子供・若者が 

将来への希望を持って、自ら伸び、育つ東京 

 

03 女性が自らの希望に応じた生き方を選択し、 

自分らしく輝いている東京 

 

04 高齢者が人生100年時代を 

元気に活躍できる東京 

 

05 誰もが自分らしくポジティブに働き、 

活躍できる東京 

 

06 様々な人が共に暮らし、多様性に富んだ東京 

 

07 誰もが集い、支えあう居場所・コミュニティが 

至る所に存在する東京 

 

安全安心な東京 

論点０４ 我々が目指すべき未来の東京の姿とは（2040年代を想定したイメージ） 

08 災害の脅威から都民を守る強靭で美しい東京 

 

09 犯罪や事故などから都民を守る安全安心な東京 

 

10 世界最高の交通ネットワークが 

構築された便利で快適な東京 

 

11 高度な都市機能の維持・更新により 

進化を続ける東京 

＜目指す東京のイメージ例＞ 
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世界をリードする東京 美しい東京 

楽しい東京 

全国と共に歩む東京 

都庁自らも変貌を遂げる 

12 Society 5.0が実現した、 

世界一のデジタル都市・東京 

 

13 世界中からヒト・モノ・カネ・情報が集まる、 

世界一オープンな東京 

 

14 次々と新しい産業が生まれる、 

世界一のスタートアップ都市・東京 

 

15 世界一の高い生産性を実現した、 

世界経済を牽引する東京 

 

16 水と緑を一層豊かにし、ゆとりと潤いのある東京 

 

17 ゼロエミッションが実現された東京 

18 文化やエンターテインメントで 

世界を惹きつける東京 

19 スポーツが日常に溶け込んでいる、 

スポーツフィールド・東京 

20 全国との共存共栄を実現した東京 

○ 職員が、民間企業と協働して 

社会課題の解決に取り組んでいる 

 

○ 定型業務の大半をＡＩが担い、 

    職員は政策のイノベーションを 

生み出すことに注力する組織に変貌している 

○ 世界の大都市と連携し、 

世界レベルの課題解決の先頭に立っている 

 

○ 強固な財政基盤を維持し、 

更なる行政サービスの充実を図っている 

 

＜目指す東京のイメージ例＞ 
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 人が輝く東京 

＜目指す東京のイメージ例＞ 
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（例） 
 子供を安心して産み育てられる子育て環境が整備さ

れ、合計特殊出生率2.07は先進国最高水準となり、

少子化からの脱却に成功している。 

 

 子育てに関する精神的・経済的なバリアがなくなり、子

供を産み育てたいという希望を持つ人で溢れている。 

 

 企業・地域における多様な子育て施設の存在に加え、

テレワークなど子育てに優しい働き方が基本となり、「待

機児童」は死語になっている。 

01 子供を産み、育てたいと思う人で溢れ、 
少子化からの脱却に成功している東京 

 
 
 
（例） 
 100歳まで元気に暮らせる健康長寿社会・東京モデ

ルが、21世紀成熟都市の理想像として世界の模範と

なり、「Ｃｈōｊｕ」が世界共通語に。 

 

 平均寿命・健康寿命がともに90歳を超えるとともに、

認知症になりにくい環境が整備されるなど、何歳でも健

康を維持し、自分らしい人生を送ることができる。 

 

 定年制は過去のものとなり、高齢者が自らの希望に

応じて働き続けている。また、元気高齢者がまちに出て、

地域社会の担い手として、活躍している。 

04 高齢者が人生100年時代を 
元気に活躍できる東京 



 世界をリードする東京 

＜目指す東京のイメージ例＞ ＜目指す都庁のイメージ例＞ 

                                       都庁自らも変貌を遂げる  
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（例） 
 スマート家電による家事の自動化や自動運転車・空飛

ぶクルマ、遠隔医療、キャッシュレスなど、都民生活に
広く最先端技術が浸透し、世界で最も便利で生活満
足度の高い「Society 5.0」都市となっている。 
 

 都庁をはじめ、国の機関、都内全区市町村は、「完全
デジタルガバメント」となっており、行政手続は自宅から
オンラインで、ワンスオンリー・ワンストップで完了する。 
 

 世界最高のセキュリティ、個人情報保護等の法的インフ
ラ、最先端のデータ技術が三位一体となって、世界的
な信頼を後ろ盾に、「21世紀の石油」であるデータが
集まる「世界のデータセンター」となり、東京発の国際
標準やデータビジネスが多数生まれている。 

12 「Society 5.0」が実現した、 
世界一のデジタル都市・東京  

 
（例） 

 東京が抱える行政課題の解決に、ソーシャルアントレ

プレナー（社会企業家）や課題解決型のスタート

アップ企業が活躍している。 

 

 都庁職員の仕事の仕方自体も、民間企業と協働す

るスタイルが定着している。 

 

 社会貢献の意欲や高い志を持つと同時に、イノベー

ションを生み出す専門性を有する人材が、次々と都

庁に入り、活躍している。 

01 職員が、民間企業と協働して 
社会課題の解決に取り組んでいる 



＜人が輝く東京＞   ～ダイバーシティ～ 

 01 子供を産み、育てたくなる社会を実現する 

 02 新たな時代にふさわしい教育システムに転換する 

 03 女性が輝く社会を実現する 

 04 高齢者が社会の活力として活躍できる環境をつくる 

 05 共生と予防の観点から、認知症の的確なケアを行う環境を整備する 

 06 高齢者が健康で安心して暮らせる地域をつくっていく 

 07 誰もが質の高い医療を受けられる環境を整える 

 08 就職氷河期世代等の将来不安を解消する 

 09 障害者を含め、誰もがいきいきと暮らせる社会を実現する 

 10 日本人と外国人が共に暮らす共生社会を築く 

 11 一人ひとりの人権が尊重された社会を実現する 

 12 誰もが集い、支えあう居場所があちこちに存在する 

 13 地域の担い手が活躍できる環境を整備する 

 14 働き方を変革し、誰もが活躍できる社会を実現する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜安全安心な東京＞   ～セーフ シティ～ 

 15 首都直下地震等に耐えられる「強靭な東京」をつくる 

 16 台風・豪雨による水害への備えを固める 

 17 安全安心なまちであり続けるために必要な方策 

 18 世界最高の交通ネットワークを構築する 

 19 物流機能を強化し、最適な流通ネットワークを構築する 

 20 都市機能を維持し、適切に更新を進める 

 21 最新の高度な都市に変貌を続ける 

 22 多摩・島しょの魅力を更に高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜世界をリードする東京＞   ～スマート シティ～ 

 23 デジタル先進都市・東京を実現する 

 24 世界中からヒト・モノ・カネ・情報が集まる、 

世界最高のビジネス都市へと進化する 

 25 東京都立大学を世界最高峰の大学へと進化させる 

 26 生産性を飛躍的に高め、強い経済モデルをつくる 

 27 中小企業や地域産業が持つポテンシャルを最大限に引き出す 

 28 「稼ぐ」農林水産業を実現する 

＜美しい東京＞ 

 29 ゼロエミッション東京に向けた大胆な取組を進める 

 30 暑さへの対処など気候変動への適応を推進する 

 31 水と緑を一層豊かにし、ゆとりと潤いのあるまちを作る 

 32 安全でおいしい水の安定供給と良好な水循環を実現する 

＜楽しい東京＞ 

 33 世界中の人々を魅了する、世界一の観光都市を実現する 

 34 文化やエンターテインメント、スポーツを楽しめるまちをつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 35 全国各地との連携を深化させ、日本全体の繁栄につなげる 

 36 オリンピック・パラリンピックのレガシーを、都市のレガシーに発展させる 

 37 「だれ一人取り残さない」ＳＤＧｓの目線で政策を見つめ直す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜都庁自らの変革＞ 

 38 変化・変革に対応するため、都庁の役割や仕事そのものが大きく変わる 

 39 戦略的な政策展開を支える強固な組織体制の構築と財政基盤を確保する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論点０５ 東京の未来のために、何をなすべきか（2030年に向けた課題） 
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 長期戦略の策定に向けて 

・８月～   論点整理をベースに幅広い意見聴取、議論（都民・都議会・有識者・区市町村等） 

・12月末  長期戦略ビジョン（仮称）を策定 

・2020年   長期戦略を取りまとめ（東京2020大会のレガシー等を反映） 
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